
子どもたちの夏休み期間を利用して、市教委主催による大阪大学体験ツアーを行いまし
た。
７月３１日（水）にはＤＮＡ実験教室と複言語学習、８月２０日（火）には理科実験教室と

スーパーコンピュータを見学しました。それぞれの様子をお送りいたします。

大阪大学体験ツアーを実施しました！
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ＤＮＡ実験教室

大阪大学工学研究科の青木 航 教授と２名の大学院生の方にご協力いただき、ＰＣＲとゲル電気泳動

により、大腸菌ＤＮＡを増やす実験を行いました。最初に、青木教授からＤＮＡの仕組みや実験の手順につ

いてスライドを使って説明を受けました。

実際の実験では、ピペットマンという道具を１人１つ使わせていただき、検体と反応薬を試験管に入れた

り、ＤＮＡを増幅させる機械を見て、工程を学んだりしました。実験だけでなく、大学の研究室の雰囲気を体

感できて、とても有意義な一日となりました。

教授から実験の説明を受けました 大腸菌ＤＮＡを増やします
機械で決まった時間、決まった

温度で刺激を与えます

友だちの活動を見守ります ＤＮＡが増えているか確認です みんな実験を楽しみました



複言語学習

大阪大学サイバーメディアセンターの岩居 弘樹 教授、大前 智美 准教授と５名の大学院生の方にご

協力いただき、韓国語、ウクライナ語、モンゴル語、アラビア語、カンボジア語を学びました。

それぞれの言語で、いろいろなあいさつ

（「こんにちは」「ありがとう」「さようなら」な

ど）をはじめ、「私の名前は○○です。」「○○

から来ました。」「よろしくお願いします。」「また

ね。」などといったフレーズを教えていただき、

何度も声に出して練習しました。

スクリーンに映し出された世界地図で、それ

ぞれの国がどこにあるのか確認をしてから練

習をしました。また、練習したフレーズを時折ホ

ワイトボードに書いていただき、それぞれの言

語の表記の似ているところや異なるところを比

べながら学びました。

１対１で会話をする時間をたくさんつくっていただ

き、個別に発音を学んだり、それぞれの国について質

問したりすることができました。

半日で５つの言語を一度に学んだので、情報量が

多く、混乱しながらも楽しく学ぶことができました。

また、タブレットを使っていつでも復習できるように、

それぞれの言語のお手本動画と絵本をいただきまし

た。



理科実験教室

昨年度に引き続き、大阪大学サイバーメディアセンターの猪俣 敦夫 教授、大平 健司 准教授に理科

実験教室を開催していただきました。

今年のテーマは「見えない情報を目で音で感じてみよう」です。実験では、簡易なラジオを作成して、周

波数から音の出どころ（方向）を探す体験をしました。また、触れたところに稲妻が走るプラズマボールや人

工雷発生器（テスラコイル）とスマートフォンをBluetoothで接続して、音楽に合わせて雷が光る様子を見

るなど、普段の授業では学ばないようなこともたくさん教えていただきました。

指先に稲妻が走る
プラズマボールは大人気でした

卓上で人工雷を発生させます

スーパーコンピュータに関する
クイズにもチャレンジしました

周波数を合わせて、
どんな音が出ているか探す実験を行いました

自作のラジオで周波数を合わせて音を聞きます


